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こうようだいめいし

ボエ葉の代名詞ともいえるカエデ（モミジ）の仲間は、世界で
やせいしゅ

約200種、このうち日本では20数種の野生種が見られます◎ま
えんげいひんしゆ

た、野生種をもとIこして作り出された園芸品種も多数あり、庭

や公園などによく植えられています。

１

日本のおもなカエデ

じせい

○一広島県内に自生するもの

△－植物公園に植えてあるもの

回日本の秋をいろどるカエデ

一
丁
一
丁

ソ
、

ゲ

一
丁
一
丁
エ
エ
イ
ー
一
丁

一
丁

エ
エ
冠
ン
｛
″
，
刀
，
〆
エ
エ
一や

フー

カ
カ
ミ
ジ
ジ
ワ
ワ
ヤ
カ
デ
カ
エ

ナノキ

サノハ

ラコギ

ロハモ

オモミ

マモミ

ハウチ

ナウチ

オイタ

ウチワ

リカエ

リハダ

ソエカ

ハ
ア
カ
イ
オ
ヤ
コ
ヒ
オ
ハ
ウ
ウ
ホ

’
○
○
○
○
一
○
○
○
○
○
○
’

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
一

一s､

フー

一●

ﾌー

デ
エ
ヤ
デ
エ
キ
デ

デ
エ
ナ
デ
カ
キ
デ
タ
エ
ヤ
カ
ノ
エ

エ
カ
バ
エ
バ
ノ
エ
イ
カ
タ
ハ

リ

カ

カ
ネ
ラ
カ
ツ
リ
カ
ビ
ヤ
イ
ノ
ス
デ

ネ
ミ
ガ
ツ
ト
ド
ジ
ロ
タ
ー
ー
ス
グ
ッ

ミ
コ
オ
テ
ヒ
チ
カ
ク
イ
オ
ク
メ
ミ

○
一
○
’
○
○
’
○
○
’
○
○

｜
△
△
｜
△
△
△
｜
△
｜
△
△
△



力＄がくへんか

回紅葉一葉の中の化学変化

ア）秋の紅葉のしくみ

(秋のおとずれ）

厩一驚一

''１

→

しきそ．

赤の色素がで

き、黄の色素

はゆっくり減

る ぽ
蟻

園葉緑素△黄の色素Ｏ赤の色素

イ）秋に美しく紅葉するためには

①昼は暖かく、夜は冷えこむこと（養分を作りつつ葉緑

素が減る）

②日光がよくあたること（赤の色素がよくできる）
しめけ

③空中の湿り気が保たれていること（葉が枯れにくい）
じゅんちよう けんぜん

④春～夏にI頂調に育つこと（健全な葉ができる）

ウ）春の紅葉
しんめ

カエデには、春、新芽が赤く色づいたI，して秋の紅葉に

負けないほど美しいものがあります。これは、若葉では葉

緑素がまだでき上がらず、赤色の色素が先にできたりする

ためです。
（まが

このようなカエデは、６月下旬に葉をつみ取って（葉刈

り)、再び芽出しの美しさを楽しむことができます。

２



とくちよう

回葉の特徴

カエデの葉は、種類によって切れ込みの形などがちがいます。
ふしぶし

方、枝の先や節々 につく葉の数は、どれiも２枚ずつに定まつ

ています。

イタヤカエデ
し‘’うと‘Ｌう

（掌)|ｊｔ）

ハウチワカエテ・
じゅうきよし

(掌状、亜跡{歯）

上
ミッデカエデ
さんしゅつふくようき､とし

(三上H複葉、鋸歯）

ウリカエデ
れつ

（無～３裂、

チドリノキ
ぷんれっ

（無分裂、重鋸歯）

３

１０cｍ

どんき‘ＬＬ

&屯，苫歯）



四実の特徴
よ〈か

カエデの実には２枚の羽があり、翼果といわれます。

きさと開き方は、種類によって異なります。
じゅ<

実が熟すと中心から２ｲＥｌに分かれ、種子の入ったふく

中心にしてプロペラのようにまわりながら落下します。

ウリカエデ

カジカエデ

イロハカエデ

ミツデカエテ

ウリハダカエデ

４

羽の大

らみを

3cｍ



回観察してみましょう

淵三靴:のを選びましょう。

土茅、IilI／
ようみゃく

イ）チドリノキとﾉ､ウチワカエデの葉脈は、どのようになっ

ているでしょうか？

正しいものを線で結びましょう。

露チドリノキ ②ハウチワカエデ

① ② ③ ④

拳難 鎌

５



かいとうかいせつ

回解答と解説

ア）②

カエデの枝の節には２枚の葉がつき、それぞれの葉の付

け根に１個ずつ芽ができます。これらの芽が伸びると②の

ような枝の形になります。
ふし

①はサクラやカキのように、枝の節に１枚の葉がつく植

物に見られます。また、③はキョウチクトウのように、１

節に３枚以上の葉がつく植物の枝の形です。このように、

植物では葉のつき方によって枝の形が変わります。

イ）

鐘チドリノキ綴ハウチワカエデ

、
①

クスノ

②鐸③難
④

ヤブレ

ようみゃく そくみゃく せんたんきょ

チドリノキの葉脈は多数の側脈が平行し、その先端が鋸
しようえん たつ

歯（葉縁のギザギザ）に達しています。よく似た①は、側
ふめいりょう

脈が数本目立つだけで、その先端は不明瞭にな',鋸歯も有

りません。
ようめん

ハウチワカエデをよく見ると、よく目立つ葉脈が葉面の
かたん ようへいせってん

下端（葉縁と葉柄の接点）から放射状に広がります。一方、

④の葉脈は、葉面の中の一点から広がります。このような
たてじょうよう

葉を楯状葉といいます。

６



ないかん．さつ
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